


【国保】 
 

K-6 K204 涙嚢鼻腔吻合術又は K206 涙小管形成手術における涙液・

涙道シリコンチューブの取扱いについて 

 

《令和元年 8 月 29 日新規》  

《令和 8 年 7 月 1 日更新》  

 

○ 取扱い 

 K204 涙嚢鼻腔吻合術又は K206 涙小管形成手術に使用した涙液・涙道

シリコンチューブについては、厚生労働省通知※1に「ブジー付チューブは、

涙嚢鼻腔吻合術又は涙小管形成術に使用した場合は算定できない。」と記

載されていることから、算定を認めない。 

 

○ 取扱いの根拠 

 厚生労働省通知※2の涙液・涙道シリコンチューブの定義に「薬事法承認

又は認証上、類別が「機械器具（51）医療用嘴管及び体液誘導管」であっ

て、一般的名称が「涙液・涙道シリコーンチューブ」又は「ヘパリン使用

涙液・涙道シリコーンチューブ」であること。」と示されている。 

 シラスコンN-Sチューブについては、薬事法承認又は認証上において、

「機械器具（51）医療用嘴管及び体液誘導管」であって、「涙液・涙道シ

リコンチューブ」に分類されるため、別途算定を認めない。 

 

（※1）特定保険医療材料の材料価格算定に関する留意意事項について 

（※2）特定保険医療材料の定義について 

 


